
『雨水出水浸水想定区域図』（想定最大規模降雨）

1.説明文
（1）『雨水出水浸水想定区域図』は、公共下水道全体計画排水区域（浪江町公共下水道全体計画区域）を対象とし、排水路や下水道施設の能力を超える雨が降ったとき、
放流先河川の水位上昇により雨水排水が十分に行えないときに、雨水が溢れ、住宅地や道路等が冠水する「内水浸水」が発生しやすい地域を示した想定マップになります。
また、作成時点の下水道雨水施設の整備状況を考慮したうえで、「想定し得る最大規模の降雨（1時間降雨量＝120mm）」、かつ「放流先河川の水位は上昇し適切な雨水排
水が困難な状況」で内水浸水が起こった場合に想定される「浸水深・浸水地域」を示したものです。

2.基本事項
雨水出水浸水想定区域の指定は、内水反乱発生時の円滑かつ迅速な避難を確保し、または浸水を防止することにより被害の軽減を図ることを目的としています。
（1）作成主体 福島県浪江町
（2）指定年月日 令和6年3月31日
（3）指定の根拠 水防法（昭和24年法律第193号）第14条の2
（4）対象の地域 浪江町公共下水道全体計画区域
（5）対象の降雨 想定最大降雨 時間最大雨量 120ｍｍ
（6）浸水想定手法 浸水シミュレーション手法

3.備考
シミュレーションの実施にあたっては、指定の前提となる降雨を超える規模の降雨、高潮、河川の破堤や越水による氾濫等を考慮していませんので、この図での想定を超え
る浸水や、この図に示されていない場所での浸水が発生する可能性があります
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